
補助金の見直しの方針と進め方について
～団体補助から事業補助への転換～

1 見直しの方針
　既得権化した団体補助金を抜本的に見直し、公平で公益性のある事業に対する補助制度への転換を図る。
①団体補助金の見直し ⇒現行の団体補助金を公益性のある事業補助金へ転換を図る。
②公募型補助金の創設 ⇒文化、ｽﾎﾟｰﾂ、教育、福祉、環境、子育て支援等の活動を支援するテーマ別の公募補助制度を順次創設する。

2 見直しの体制
　引き続き「行政経営推進部会使用料、補助金等見直し検討部会」において外部委員参画のもと検討を行う。
①庁内部会員の再編 ⇒庁内の検討部会員は、政策担当課及び（団体）補助金所管課を基本に再編する。
②審査会の設置 ⇒団体補助の審査は、新たに外部委員で構成する「審査会」を設置し、透明性及び公平性の確保に努める。

3 見直しの内容と進め方
①団体補助金の見直し
⇒ 「団体補助金見直し（審査）基準」を作成し、審査会で団体毎の審査書類に基づき審査を行い、団体補助金の仕分けを決定する。
⇒ 「廃止が適当である」と判定された団体補助については、事業補助への切り替え等の説明を行いつつ一定期間の猶予期間を設ける。

②公募型補助金の創設
⇒ スポーツ、文化、福祉、環境、子育て活動等の支援に向けて公募型補助制度を、２４年度から段階的にスタートする。

③進め方
⇒ 見直し方針の決定、審査会の設置など重要案件については、政策推進会議で決定し庁内合意（共通理解）を図るとともにホームペ
ージ等で市民へ情報提供を行い、審議過程（検討経過）の透明性を図る。

【　１１　-　３月　⇒　】 【４-５月⇒】 【６-８月⇒】 【９-11月⇒】 【12月⇒】

①審査基準を ②団体補助金の ③審査資料の ④「審査会」に ⑤団体補助金 ⑥団体等へ →→→→→→→→→→

　 策定 　 審査資料を作成    整理と審査    よる団体補助    の仕分けを    通知 経過措置

　 会の設置 　 金の審査    決定

    [４～５回]

【　１１　-　３月　⇒　】 【　４　-　10月　⇒　】 【11月⇒】 【12月⇒】

①制度内容等 ②実施すべき分野 ③補助金の制度設計 ④制度内容 ⑤団体等へ ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒

　の研究    の補助金の決定 　（対象事業や経費等の整理、審 　 の決定    制度周知 段階的に

 　査基準・機関の設定、要綱の作成等） 実施
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